
ｚ
ゾ
諺
論
也
菫
壱
多
只
藍
尭
１
．
且

Ｉ
 
書
 
評
１
１
１
１
‐ 
Ｉ
１
１

‐禧
蹄
睦
垂
必
唖
惟
嘩
榊
著
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』

回
執
行
委
員
会
総
会
決
議
の
規
定
）
や
、
そ
の
簡
略

０
 
−

化
し
た
表
現
で
あ
る
、
「
金
融
資
本
の
テ
ロ
ル
独
裁
」

Ⅷ
本
書
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
と
い
っ
た
理
解
（
実
は
、
二
八
年
第
六
回
大
会
の

を
、
よ
う
や
く
国
際
的
レ
ー
ヘ
ル
の
そ
れ
と
対
照
で
き
「
大
資
本
の
テ
ロ
ル
独
裁
」
の
水
準
）
に
嬢
小
化
す

る
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
た
と
い
う
意
味
で
、
、
一
つ
 
る
こ
と
は
め
今
後
の
研
究
で
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と

の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
本
書
の
テ
ー
 
な
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

マ
に
関
し
て
は
、
旧
く
は
小
此
木
真
三
郎
「
フ
ァ
シ
 
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
、
一
九
二
一

ズ
ム
論
」
（
一
九
五
四
年
、
『
プ
ァ
シ
ズ
ム
の
誕
生
』
セ
年
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ア
シ
ズ
ム
運
動
の
台
頭
か
ら
三

戸
１
１
‐
‐

増
補
新
版
、
青
木
文
庫
、
所
収
）
や
斉
藤
孝
「
．
、
《
、
訓
割
詞
叫
矧
叡
回
大
会
ま
で
を
対
象
と
し
凡
世
界
大
会

ソ
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
に
つ
い
て
」
（
『
現
代
の
 
・
執
行
委
員
会
総
会
の
決
砿
・
決
定
に
儲
ま
ら
ず
機

理
論
』
一
九
七
二
年
三
一
月
号
）
の
よ
う
な
研
究
が
関
紙
誌
の
個
別
論
文
や
佃
な
の
支
部
（
特
に
ド
イ
ツ

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
番
と
、
木
書
も
参
と
イ
タ
リ
ア
）
の
論
調
を
も
丹
念
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、

照
し
て
い
る
山
口
定
氏
の
労
作
（
『
現
代
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
際
的
な
研
究
水
準
に
目
を
配
り
つ
つ
、
「
そ
の
頂

論
の
諸
潮
流
』
、
右
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
の
出
現
 
点
に
お
い
て
つ
な
げ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の

に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
、
雌
部
に
お
い
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
の
で
も
な

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
右
名
な
節
七
回
大
会
（
一
九
三
五
く
、
『
誤
り
』
を
も
含
め
て
、
そ
の
時
々
の
歴
史
的
状

年
）
報
告
の
「
定
義
」
（
実
は
、
三
三
年
の
館
一
三
況
の
中
で
『
理
解
』
す
る
」
（
「
は
し
が
き
」
迩
頁
）

》

‐ 

。
 

。
昨
‐ｊ
‐１
。
‐』
辛
口
歴
恥
，
。

Ｂ
Ｉ
Ｐ
ｆ
ｈ
ｒ
１
Ｘ
心

ｐ

ｒ

凸

．

■

■

■

ロ

−
２

句

・

と
い
う
手
法
で
本
格
的
に
跡
づ
け
た
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
こ
に
孕
ま
れ
る
様
均
な
傾
向
鯉
潮
流
、
｜
豆

ア
ン
ス
の
相
違
等
之
を
析
出
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
、

本
番
の
館
一
の
特
徴
が
あ
る
。

，
同
時
に
、
「
は
し
が
き
」
で
西
川
氏
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
「
本
書
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
フ

、
、
、

ゲ
シ
ズ
ム
分
析
の
歴
史
で
あ
る
。
或
い
は
、
裏
か
ら

、
、
、
℃
、
、
、
、

見
た
統
一
戦
線
論
史
で
あ
る
」
（
ｉ
頁
、
傍
点
引
用

老
）
・
‐即
ち
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
、

’’ 

１

統
与
戦
線
論
と
表
裏
一

の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
の
社
会
民
主
主
誰

評
価
の
問
題
に
大
き
な
ス
。
ヘ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
こ

と
を
、
本
番
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
本
書
成
立
の
前
提
と
な
っ
・
た
同
じ
四
人
の

著
老
に
よ
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
史
序
論
」
（
『
季
刊
社

会
思
想
』
第
二
巻
三
号
、
一
九
七
二
年
二
月
）

は
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の
起
源
を

ス
タ
ー
リ
ン
「
国
際
情
勢
に
つ
い
て
」
（
二
四
年
九

月
、
邦
訳
『
全
集
』
魂
六
巻
所
収
）
の
「
双
生
児
」

規
定
に
求
め
る
俗
説
を
批
判
し
、
二
三
年
一
○
月
の

ラ
ン
ト
Ｉ

ド
イ
ツ
邦
労
働
者
政
府
運
動
敗
北
後
の
ド
イ
ツ
共
産

党
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
討
論
・
決
定
（
節
五
回

大
会
、
二
四
年
六
’七
月
）
に
注
目
し
て
、
コ
ミ
ン

心
洲
判
も
の
と
し
て
扱
い
、
こ

１

’
１
０
１
０
１
４
４
４
“

Ｑ
や
６
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笛

加
 
藤
哲
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テ
ル
ン
の
誤
り
を
す
べ
て
ス
ｆ
‐リ
ン
個
人
の
責
任

〃
に
腰
小
化
す
る
よ
う
な
研
究
に
警
告
を
発
し
て
い
た

が
、
木
書
で
は
、
こ
の
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の

生
成
・
展
開
・
克
服
過
程
が
、
い
っ
そ
う
詳
細
に
明

、
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

一
｜
 
ｑ

／

本
書
は
、
四
人
の
著
者
に
よ
る
四
つ
の
章
Ⅱ
四
つ

の
時
期
の
分
担
執
筆
の
形
を
と
り
、
全
体
を
西
川
氏

が
「
調
整
」
し
た
共
同
労
作
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル

、
、
‐

ソ
と
い
う
対
象
の
現
代
史
に
お
け
る
重
さ
（
例
え

ば
、
「
全
般
的
危
機
Ⅱ
四
大
矛
盾
・
三
大
革
命
勢
力
」

と
い
う
今
日
な
お
わ
が
国
に
生
き
続
け
る
図
式
を
想

起
せ
よ
）
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
開
拓
の
研
究
分
野

で
あ
り
国
際
的
か
つ
学
際
的
研
究
が
不
可
欠
な
問
題

領
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
研
究
方
法

は
、
萩
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
各
章
表
題
と

扱
う
時
期
お
よ
び
担
当
執
筆
者
を
示
し
て
お
こ
う
。

Ｉ
革
命
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
一
九
二
一
’二
四
年
）

Ｉ
富
永
幸
生
‐（
但
し
、
富
永
氏
の
逝
去
に
よ
り
西

川
・
鹿
毛
氏
が
仕
上
げ
）
。
Ⅱ
資
本
主
菰
と
フ
ァ

シ
ズ
ム
（
一
九
二
四
’二
八
年
）

Ⅲ
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
社
会
民
主
一

■
ひ

、
〆
錨
鰄
唖
峰
呼
函
鴎
騨
泌
謡
娠
”卿
馴
い
、
！

（
特
に
そ
の
『
左
翼
』
）
主
要
打
曜
」
論
の
展
開
、
そ

三
四
’三
五
年
）
ｌ
西
川
正
雄
。
れ
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
全
体
に
一
般
化
さ
れ
て
ゆ
く
プ

第
Ｉ
章
で
は
、
一
九
二
一
年
秋
か
ら
始
ま
る
コ
ミ
ロ
セ
蚤
 
こ
の
問
題
と
ブ
ハ
ー
リ
ン
失
脚
と
の
関
わ

ソ
テ
ル
ン
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
注
目
、
 
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
Ⅱ
実
践
の
中
で
は
統
一

ほ
ぼ
同
時
期
に
開
始
さ
れ
る
ド
イ
ツ
共
産
党
及
び
．
 
戦
線
戦
術
を
全
面
的
に
は
放
棄
し
え
な
い
ド
イ
ツ
共

ミ
ン
テ
ル
ン
で
の
統
一
戦
線
戦
術
の
形
成
、
こ
の
過
 
産
党
内
で
の
矛
盾
、
等
之
が
論
じ
ら
れ
、
大
恐
慌
期

程
で
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
階
級
的
性
格
規
定
と
そ
の
小
 
の
ド
イ
ツ
独
占
資
本
諸
グ
ル
ー
プ
の
対
抗
の
分
析
か

ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆
運
動
と
し
て
の
性
格
規
定
、
お
よ
 
ら
、
か
の
「
金
融
資
本
の
最
も
反
動
的
・
排
外
主
義

ぴ
両
者
の
相
関
に
つ
い
て
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
で
の
 
的
・
帝
国
主
義
的
な
分
子
の
テ
ロ
ル
独
裁
」
と
い
う

議
論
が
追
跡
さ
れ
、
ド
イ
ツ
「
十
月
の
敗
北
」
の
総
第
一
三
回
執
行
委
員
会
決
議
が
導
か
れ
る
過
程
が
分

括
過
程
で
の
「
『
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
論
の
原
型
」
 
析
さ
れ
る
。

が
析
出
さ
れ
る
。
→

Ｉ
‐、
《
第
Ⅳ
章
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
七
回
大
会
の
政
策
転

第
Ⅱ
章
で
は
、
「
相
対
的
安
定
」
と
「
ポ
リ
シ
ェ
 
換
」
に
つ
い
て
の
、
国
際
的
な
論
争
を
踏
ま
え
て
の

ノ
イ
，
ペ
ギ
ネ
ン

ヴ
ィ
キ
化
」
過
程
で
の
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
社
会
民
主
 
分
析
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
政
権
掌
握
後
の
「
新
規
蒔
直
」

主
義
・
民
主
主
義
の
速
関
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
グ
ル
ｉ
プ
等
社
会
民
主
主
義
内
部
の
新
た
な
動
向
、

ソ
お
よ
び
ド
イ
ツ
。
イ
タ
リ
ア
両
共
産
党
の
認
識
と
 
こ
れ
に
対
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
対
応
、
三
四
年
四

統
一
戦
線
戦
術
の
模
索
的
展
開
が
、
そ
の
涜
本
主
義
 
−五
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
主
導
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
共

・
帝
国
主
義
認
識
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
追
跡
さ
れ
、
 
産
党
の
統
一
戦
線
政
策
へ
の
転
換
、
七
月
の
第
七
回

相
対
的
に
は
資
料
の
数
少
な
い
こ
の
期
の
フ
ァ
シ
ズ
 
大
会
準
備
討
論
と
ド
イ
ツ
共
産
党
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム

ム
論
の
特
徴
が
整
理
さ
れ
る
。
主
敵
」
論
へ
の
転
換
、
一
○
’一
二
月
の
フ
ラ
ン
ス

第
Ⅲ
章
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
前
後
に
 
人
民
戦
線
政
策
の
形
成
、
そ
の
過
程
で
の
フ
ァ
シ
ズ

『
ｆ

お
け
る
、
特
に
ド
イ
ツ
共
産
党
テ
ー
ル
マ
ン
指
導
部
 
ム
と
大
衆
の
関
係
に
つ
い
て
の
注
目
の
復
活
、
そ
の

に
典
型
的
な
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
と
「
社
民
 
帰
結
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主

ス
ム
と
民
主
主
義
 
二
九

１
１
鹿
毛
達
雄
。

ム
と
社
会
民
主
主
義
（
一
九
二
八
Ｉ

▲
凸

Ｉ

‐
Ｂ
』

一
一
一
一
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義
と
の
関
係
の
新
た
な
認
識
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一

戦
線
論
の
提
示
、
お
よ
び
そ
の
第
七
回
大
会
で
の
確

認
、
等
が
展
開
さ
れ
る
。

一
一
一

多
く
の
読
者
が
関
心
を
も
つ
の
は
、
お
そ
ら
く
第

Ⅳ
章
の
「
政
策
転
換
」
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
評
者

が
注
目
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
本
書
節
Ⅱ
章
の
拝
つ

独
自
の
意
義
で
あ
る
。
一
般
に
、
こ
の
一
九
二
四
’

二
八
年
期
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
「
安
定
」
と
中
国
革
命
や
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の

高
揚
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
問
題
が
後
景
に
退
き
が
ち
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
は
ほ
と
ん
ど
「
空
白
」
で

あ
っ
た
が
、
著
者
た
ち
は
、
館
Ｉ
章
を
含
め
て
こ
の

期
ま
で
に
．
般
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

認
識
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
論
点
が
個
別
的
な
形
で

あ
れ
、
大
部
分
提
示
さ
れ
て
い
た
」
（
一
二
五
頁
）

こ
と
を
析
出
し
、
「
従
来
、
と
も
す
れ
ば
見
過
ご
さ

当

れ
が
ち
で
あ
っ
た
第
五
回
Ｉ
錐
六
回
世
界
大
会
の
間

の
吟
期
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
見
返

し
て
象
た
だ
け
で
も
、
例
え
ば
、
い
ず
れ
の
立
場
か

ら
で
あ
れ
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
・
テ
ー
ゼ
の

引
用
に
よ
っ
て
事
足
れ
り
、
と
す
る
態
度
や
、
初
期

に
は
優
れ
た
社
会
的
荻
溌
の
分
析
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
ド
グ
マ
化
し
た
、
と
す
る
単
純
化
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
」
（
一
三
三
頁
）
と
評

し
て
い
る
。

こ
の
視
点
は
、
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
の
、
こ
の
期
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
を
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
台
頭
」
期
で
あ
る

と
共
に
「
統
一
戦
線
の
最
朧
期
」
（
塩
川
訳
『
ロ
シ

ア
革
命
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
二
八
頁
）

と
把
え
る
視
点
と
い
わ
ば
表
裏
一
体
を
成
し
て
お

り
、
例
え
ば
前
述
山
口
定
氏
に
よ
る
第
一
期
Ⅱ
二
二

’二
三
年
、
第
二
期
Ⅱ
二
四
’三
三
年
、
そ
れ
以
降

の
第
三
期
と
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

の
段
階
区
分
に
対
す
る
一
つ
の
批
判
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
著
者
た
ち
自
身
の
七
二
年
論
文
以
降
の

研
究
の
進
展
を
も
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

個
左
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
本
護
は
多
く
の
論
点

を
提
示
し
て
い
る
。
館
Ｉ
章
に
お
い
て
、
Ｊ
・
キ
ャ

メ
ッ
ト
に
お
い
て
も
無
視
さ
れ
て
い
た
二
一
年
秋
の

『
Ｋ
Ｉ
』
誌
の
論
評
か
ら
紹
介
す
る
技
法
（
四
頁
）
、

ソ
連
・
東
欧
の
研
究
で
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
レ

ー
ニ
ン
の
第
四
回
大
会
演
説
で
の
コ
メ
ン
ト
を
「
さ

す
が
の
レ
ー
｜
一
ソ
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
な
に
も
分
析
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
」
（
一

二
頁
）
と
す
る
見
解
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
大
衆
運
動
と

し
て
の
側
面
に
注
目
し
て
有
名
な
ツ
ェ
ト
キ
ー
ン
の

第
三
回
拡
大
執
委
総
会
演
説
の
草
稿
作
成
に
「
ア
ー

ク
イ
ラ
が
干
与
し
た
、
と
想
像
し
て
も
不
当
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
」
（
二
三
頁
）
と
い
う
指
摘
、
タ
ー
ル

ハ
イ
マ
ー
の
ポ
ナ
・
ハ
ル
テ
ィ
ズ
ム
論
的
フ
ァ
シ
ズ
ム

論
の
原
型
の
二
三
年
初
頭
に
お
け
る
析
出
（
二
六

頁
）
、
「
十
月
の
敗
北
」
総
括
過
程
で
の
ド
イ
ツ
共
産

塑
郡
蕊
蕊
蝋
誰
娼
蝦
十

月
革
命
』
挫
折
の
責
任
問
題
と
統
一
戦
線
政
策
の
修
、
、
、

正
と
は
、
・
・
・
…
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
の
動
き
と
相
関

関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
が
あ
っ
た
れ
ぱ

こ
そ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
社
会
民
主
主
義
を
資
本
独
裁

と
い
う
同
一
物
の
両
面
、
あ
る
い
は
『
双
生
児
』
と

承
る
見
方
が
ド
イ
ツ
で
は
特
別
の
反
論
も
な
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
五
八
頁
、
傍
点
著

者
）
と
す
る
評
価
、
等
。

第
Ⅱ
章
の
意
義
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
ド
ィ

シ
の
反
「
王
朝
主
義
」
闘
争
（
二
五
年
大
統
領
選

挙
、
二
六
年
王
侯
財
産
没
収
国
民
票
決
）
で
の
「
君

ご
言

Ｉ

凶
Ｑ
１
１
０
匹
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｊ
１
ｌ

ｑ

○
唖
。
■
■
旧
宅
９
９
ケ
Ｆ
偶
＆
〃
■
Ｕ
凸
■
さ
■
１
ｎ

Ｔ
Ｑ
ｒ

４
４
ｄ
１
０
０
ｊ
■
■
４
■
Ｊ
■
■
月
ｑ

旬
３
０
４
９
■
ｑ

も
ｑ

Ⅵ
１
廿
１
１
４
Ｊ
Ⅱ
Ｉ

一
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蝉
》
粋
辨
峅
癖
職
鯉
錨
癖
鯉
齢
軸
錨
坤
軒
岬
癖
捧
癖
洲
榊

←
、
か
げ
。
』
４

。

↓

主
制
か
共
和
制
か
」
と
い
う
発
想
の
「
延
長
線
上
に

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
と
『
民
主
主
義
』
を
対
置
す
る
論

理
が
あ
っ
た
」
（
七
八
、
八
八
頁
）
と
い
う
軍
要
な

評
価
や
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
「
リ
ヨ
ン
・
テ
ー
ゼ
」

等
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
認
識
と
「
中
間
的
解
決
」
「
民
主

的
形
態
」
「
人
民
革
命
」
等
の
路
線
と
の
連
関
（
一

一
七
頁
以
下
）
な
ど
こ
の
期
の
歴
史
的
選
択
可
能
性

の
指
蝿
他
方
で
、
す
で
に
こ
の
期
に
社
会
民
主
党

内
国
粋
派
や
ド
イ
ツ
共
産
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
コ
ル

シ
ュ
ら
極
左
派
を
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
規
定
す

る
論
調
が
現
わ
れ
た
こ
と
の
指
摘
（
一
○
七
’八

Ｊ
明
』
 
Ｌ

頁
）
等
。

第
Ⅲ
章
の
、
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
全
而
展
開

の
契
機
を
館
六
回
大
会
当
畔
既
に
潜
在
す
る
ス
タ
ー

リ
ン
Ⅱ
プ
ハ
ー
リ
ン
論
争
よ
り
も
ド
イ
ツ
共
産
党
左

派
の
論
調
と
二
九
年
。
ヘ
ル
リ
ン
・
メ
ー
デ
ー
に
求
め

る
評
価
（
一
三
六
頁
以
下
）
、
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

論
妓
朧
期
の
「
層
と
し
て
の
労
働
者
全
体
の
反
動

化
」
と
い
う
認
識
は
「
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
崩
壊
』

を
意
味
せ
ざ
る
を
得
な
い
『
理
論
』
と
承
な
す
べ

き
」
（
一
七
四
頁
）
と
い
う
根
本
的
で
鋭
い
指
摘
、

「
反
右
派
闘
争
」
の
過
程
で
「
『
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
』

概
念
が
次
第
に
一
種
の
踏
み
絵
と
化
・
し
て
ゆ
く
」

（
一
七
六
頁
）
論
理
の
析
出
、
そ
の
中
で
の
ゲ
ル
バ

−
Ⅱ
ラ
イ
マ
ソ
論
争
や
「
人
民
革
命
」
ス
ロ
ー
ガ
ン

な
ど
ド
イ
ツ
共
産
党
内
で
の
矛
盾
な
い
し
試
行
錯
誤、

の
分
析
、
さ
ら
に
館
一
三
回
執
委
総
会
決
識
の
「
最

丁も
反
動
的
」
云
盈
の
限
定
が
実
質
上
ほ
と
ん
ど
意
味

を
も
ち
え
な
か
っ
た
じ
（
二
一
六
頁
以
下
）
、
マ
ヌ

ィ
ル
ス
キ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
主
主
義
と
の
「
シ

ソ
ー
の
可
能
性
」
発
言
も
「
な
ん
ら
新
た
な
戦
略
論

上
の
立
場
が
そ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
見
受
け

ら
れ
な
い
」
》
（
二
二
一
頁
）
と
い
う
見
解
、
等
を
９

第
Ⅳ
章
で
の
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
亡
命
指
導
部

の
「
プ
ラ
ハ
宣
言
」
は
「
党
の
結
束
を
狙
っ
た
戦
術

的
考
慮
の
産
物
」
（
二
三
○
頁
）
と
す
る
評
価
、
「
政

策
転
換
」
に
お
け
る
レ
ー
ム
事
件
画
期
説
の
批
判

（
二
四
六
頁
）
、
山
崎
功
氏
の
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
・
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
ニ
分
派
説
へ
の
間
接
的
批
判
（
二
五
九
頁

以
下
、
三
五
七
頁
）
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
の
「
権

力
を
握
っ
た
」
は
単
な
る
付
加
語
に
す
ぎ
な
い
、
と

い
う
評
価
（
二
八
二
頁
）
等
点
が
注
目
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

‐ 

五
“‐

し
か
し
な
が
ら
、
右
に
見
た
よ
う
な
多
角
的
な
内

容
と
豊
富
な
論
点
提
示
が
、
著
者
た
ち
の
「
ド
イ
ツ

史
の
専
攻
老
」
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
の
専
門
家
で
も

な
い
」
と
い
う
控
え
目
な
態
度
と
相
ま
っ
て
、
逆
に

叙
述
を
や
や
平
板
な
も
の
に
し
、
前
述
山
口
氏
の
著

作
等
と
比
す
と
「
理
論
的
禁
欲
」
に
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
印
象
も
、
評
者
の
よ
う
に
政
治
学

の
立
場
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
対
象
と
し
て
き
た
者

に
と
っ
て
は
、
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
第
Ⅱ
章
と
第

Ⅲ
章
と
の
間
の
「
転
換
」
で
は
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

化
」
Ⅱ
党
組
織
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
「
転

換
」
が
よ
り
重
視
さ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
し
、
弟

七
回
大
会
へ
の
「
転
換
」
で
の
ソ
連
邦
外
交
の
役
割

の
評
価
も
や
や
控
え
目
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
の
評
者
の
見
解
は
、
拙
稲
「
世

界
政
党
と
政
策
転
換
」
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
綱
領
問

題
」
、
名
大
『
法
政
諭
集
』
鮒
七
八
号
以
下
速
戒
中
や

参
照
）
。
ま
た
、
前
述
し
た
「
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

論
全
面
化
は
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
崩
壊
」
Ⅱ
存
立
根

拠
の
喪
失
を
意
味
す
る
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
提

起
も
《
展
開
さ
れ
な
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
西
川
氏
の
「
権
威
主
義
反
動
と
擬
似
革
命
」

と
い
う
重
要
な
理
論
仮
説
と
主
題
と
の
関
わ
り
も
興

味
深
い
論
点
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
ご
く
簡
単
な
注

＃
郡
：

Ｉ
１
 
１
Ｉ
 
卜

ｆ
卸
‐
卦

Ｆ
Ｆ
凸
巳
■
よ
鵠

』
伽

§計
鼠
,：■21
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記
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。

〃
恒

細
か
い
点
で
は
、
多
く
の
論
者
の
韮
苛
と
本
名
が

対
照
さ
れ
復
刻
版
等
の
誤
り
を
指
摘
す
る
級
密
さ
を

持
ち
な
が
ら
、
第
六
回
大
会
綱
領
の
同
一
文
章
の
訳

文
が
同
一
章
内
で
異
な
っ
て
い
た
り
（
一
三
六
頁
と

一
五
一
頁
× 
ダ
ッ
ト
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
ら
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
類
型
論
を
紹
介
し
な
が
ら
（
二
六
九
頁
以
下
）
、

レ
ヴ
ェ
レ
ソ
ッ
の
発
拙
し
た
第
七
回
大
会
テ
ー
ゼ

第
一
次
草
案
の
四
類
型
論
（
山
口
前
掲
書
、
二
六

く

．

頁
）
に
は
言
及
し
な
い
、
等
の
不
盤
合
も
散
見
さ
れ

〉
（
》
０
町
‐『
郷
引
例
一
局
》
雪
凹
ｗ
ノ
ー
・

し
か
し
、
「
制
度
と
し
て
の
民
主
主
義
以
上
に
、

人
間
の
権
利
と
し
て
の
、
ま
た
生
活
感
覚
と
し
て
の

民
主
主
義
が
亜
祝
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
二

九
三
頁
）
と
い
う
立
場
か
ら
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究

は
、
国
際
的
に
も
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

で
あ
り
、
本
書
で
提
起
さ
れ
た
諸
論
点
を
発
展
・
深

化
さ
せ
て
ゆ
く
作
業
は
、
著
者
た
ち
や
わ
れ
わ
れ
の

共
通
の
課
題
と
し
て
、
残
さ
れ
か
つ
附
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
一
九
七
八
年
六
月
刊
、
東
京
大
学
出
版
会
）

ｌ
卵
。
ヘ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
ｌ
 
‐

族
・
民
衆
の
現
実
へ
の
関
わ
り
あ
い
方
、
矛
盾
に
み

ち
た
「
反
動
的
」
側
面
す
ら
含
む
対
応
過
程
と
そ
の

意
味
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
突
ぎ
つ
め
て
い
く
こ
と
が
、

我
盈
の
世
界
史
の
枠
組
を
発
展
さ
せ
て
い
く
契
機
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
、
内
外
の
民
族
問
題
に

正
面
か
ら
取
組
象
、
帝
国
主
義
認
識
を
深
化
さ
せ
る

中
富
 
民
族
問
題
の
民
主
主
義
的
な
解
決
方
向
を
提

示
し
、
植
民
地
・
従
属
地
域
の
民
族
解
放
運
動
を
新

し
い
時
代
環
境
で
革
命
的
側
面
か
ら
位
低
づ
け
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
階
級
解
放
の
課
題
と
統
一
的
に

把
握
す
る
視
点
を
与
え
た
の
は
、
ロ
シ
ア
の
革
命
派

で
は
な
か
っ
た
か
。
 
・
 

（
一
九
七
八
年
十
一
月
刊
、
未
来
社
）

Ｉ
『
人
民
の
歴
史
学
』
第
六
○
号
ｌ

網
野
善
彦
『
無
縁
。
公
界
・
楽
』
に
よ
せ
て
Ｂ
で

…
：
・
峰
 
岸
 
純
 
夫
一

現
代
学
生
の
歴
史
意
識
ｌ
戦
争
観
と
教
科
諜
検
一

定
の
問
題
を
と
お
し
て
ｌ
…
君
肋
和
彦

一
九
七
八
年
度
活
動
総
括
，
一
九
七
九
年
度
方
針

，
１
１
砦
一
丁
１
１
１

△
苔
貝
に
な
っ
て

『
歴
史
評
論
』
を
定
期
購
読
し
よ
う

ゞ
本
誌
を
手
に
と
っ
て
、
こ
の
頁
を
開
い

て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
。
歴
史
科
学
協
議
会

の
会
員
に
な
っ
て
、
『
歴
史
評
論
』
を
定

期
雌
読
し
ま
せ
ん
か
。
会
費
は
以
下
の
通

り
で
す
心

・
一
年
分
会
蟹
’四
、
八
○
○
円

半
年
分
会
我
’二
、
四
○
○
円

納
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ご
希
望
の

号
よ
り
お
送
り
致
し
ま
す
。

皿
東
京
都
北
区
滝
野
川
２
１
鉋
ｌ
ｍ
Ｉ
鯉

振
替
東
京
一
’六
六
○
八
三

歴
史
科
学
協
議
会

！
‐１
１
』
 
の
 
全
，
ザ
〃
 
。

東
京
歴
史
科
学
研
究
会
発
行
Ｉ

畷
刎
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